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1. スラッ クスの設 計につい て，はじ めて勉 強をし よ

う とす るとき ，どの参 考書 を調べ てみて 仏 あ まりに簡

単 であ り，そ れ程必要性 がない のか基本的 な説明 のあ る

ものがない 。す ぐに設計図 がでてきて ，そ の 説 明 と な

る。筆者 等は従来ダ ーツ の研究 を行なってき たので，今

回はダーツ的な立場から設計法を考 えて みた 。

2. ス ラッ クスを，脚 を入れ る二つの円筒 を股ぐ りの

所で一つにし たものと考 え，こ れに股下にダ ーツを とっ

てしぼ り,更に股上の部分にダーツ をとり，ウェイ ストを

作る順序で， どの ような変化 があら われ るかを調べ る。

3. 先ずダーツなる ものはダーツ線に向って周辺 が斜

にひきつけられる結果を招来する。脚を入れ る円筒に股

の所から折目線が外向するように，内股線 と脇線 とを作

るために同量のダーツを入れる と，バランスが とれて脚

を入れる部分に捻れはできない。前部市川 線 と後部市川

線 はそのままにしてお き，脇 線で全部の量を等分 ダーツ

をとると多 少折目線は より外 向するように綜合的な力 が

作用 する。

次に前身 に脇線 に入 れたダ ーツの約 半分 を与 え，残 り

の全部 を後部市川線に集 中させるときは折 目線は非常に

外向 するよ うに綜合的 な力 が作用し た。


